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課題名

試験研

究年次

2０落峠葉果樹の整枝せん定

カキの盃状形Ｙ字仕立てによる生産安定

６１～２年（完了）

Ｉ目的

分類 ②

カキの立ち木仕立てでは枝葉密度を均一にすることが困難で、無駄な

空間が生じやすく、低収量の原因となっている。特に、松本早生富有で

Iま新梢が細くて立ちやすいため､着藷数が少なく、収量が不安定である。

そこで、開いた樹形への誘導がカキの生産力向上に及ぼす効果を検討

し、カキの安定生産技術の確立に資する配

Ⅱ試験方法

１供試材料松本早生富有（６１年試験開始時８年生）
支柱

（３．５ｍ×４ｍ植え）

２試験:区

(１）盃状形Ｙ字仕立

(２）慣行区（開心自然形３本主枝）

３処理方法
改良殖枝区（盃状形Ｙ字仕立て）．．

盃状形Ｙ字仕立て区は、植え付け時から３本主枝の開心自然形で育

成したものを盃状形Ｙ字仕立てに樹形を改造.するため、鉄パイプを植
■

列と直角にＹ字型に立てて主枝、亜主枝、側枝を誘引した。主枝分岐

高さは１ｍ、‘主枝先端は３ｍとした 。

４規模１区１樹３反復

Ⅲ主要成果の概要

松本早生富有では、盃状形Ｙ字仕立てにすることによって収量の年次

変動が小さくなり、生産の安定化が図られる°

ｌ盃状形Ｙ字仕立てでは、１樹当たり及び主幹断面積当たりの収量が

慣行の開心自然形３本主枝に比べ多くなり、収量の年次変動が小さく

なる。盃状形Ｙ字仕立てにおける収量増加は樹冠の中間部で著しく 、

上部及び下部では慣行区との差は認められないも

２盃状形Ｙ字仕立てでは、１樹当たりの新梢の総数及び新梢の樹冠内

垂直分布は慣行区と差はないが、新梢の長さは短くなり、主幹の肥大

量が減少する ｡

３１果平均重及び糖度は、盃状形Ｙ字仕立てによる低下はみられない

－２３２－

｡



Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表収量、幹周、１果平均重及び糖度

試験区調査一収量幹周一主幹１果平糖度

年次＊１ホ２一断面積均重

盃仕６１年３２．２ｋｇ４９，８ｋｇ２８．５ｃｍ６５ｃｍ２２２１９１５．７％

状立６２．．４５．８５４．６３２．５８４２７９１５．６

形て６３４５．５４１．８３７．０１０９２９０１７．２

Ｙｌ４４．６３４．５４０．３１２９２３８１４．０

字２２６．７１９．３４１．７１３８２０２１４．０
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( 平均）－３９．０４０．０３６．０１０５２４６１５．３

（ＳＤ）－４．０ ６．２２．５１３．６～１６．９０．６

(指数）１４６１５２９７９４１０６‐ 1０２

6１２０．０２８．３２９．８７１１９８信１５．６

慣６２３１．０３５．１３３．３８８２２８１５．２

6３４９．７４４．６３７．４１１１２４１１５．８

行１２４．４１７．８４１．５１３７２５０１４．９

２８．６５．５４４．２１５５２３７１３｡６

(平均）２６．７２６．３３７．２１１２２３１１５．０

（ＳＤ）６．８６．８１５．４２．６８．９０．４

(指数）一１００１００１００１００１００１００

有意差*＊ホポ＊＊ ホホＮＳＮＳ

注）①*１：１樹当たり、*２：主幹断面積１００ｃｍ２当たり

②２年度は生理落果及びカメムシの被害が多く、収量は少なかった

第２表樹冠内の新梢;・結果量分布

試験区樹冠新梢本数平均新梢長結果量

部位６１年６２年６１年６２年６１年６２年

盃字上部４８７本Ｊ５２２本１９．３ｃｍ１９．１ｃｍ９．４ｋｇ１６．２ｋｇ

状 仕中間６６８８６４１８．９１８．８１８．９２６．８

形立下部８９５６１４．５１７．３３．９２．８

Ｙて（計・￥均）１２４４１４４２１８．０１８．８３２．２４５．８

慣上部６６１６８０２１．９２０．９８．０１５．１

中間５３５６０５１９．２２１．４９．３１４．５

行下部１１６４０１８．８１８．３２．７１．４

(計･鯛）１３１２１３２５２０．５２１．０２０．０３１．０

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１松本早生富有の開張型整枝の技術資料として活用できる ｡

｡

２枝を誘引するための資材については、地形等を考慮して試算する必

、要がある ｡

Ⅵ今後の研,究上の問題点．

樹高低下による省力化を可能にする棚等の整枝法の検討

Ⅶ資料名

６１～２年度福岡県農業総合試験場果樹関係試験成績書
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